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苫
せ
る
た
め
吃
も
一
害
を
宅
じ
て
汚
れ
た
町
一
政
削
意
仰
の
向
上
を
図
一
め
在
関
心
主
っ
て
こ
そ

集
ゎ
自
分
の
選一
ほ
っ
さ
一
極
的
で
あ
り
、
そ
の
間
陀
一
治
で
あ
る
か
ら
で
す
。

一

私
た
ち
は
積
極
的
た
政
一

翠
じ
な
っ
て
し
ま
い
が
一
り
身
近
か
た
問
題
に
も

一公
明
選
皐

ω実
を
皐
け
る

忠

…

日

間

一

位

い

ほ

誌

に

一

時

計

器

去

一

一

誤

認

立

し

事

務

理

主

一

M
己

採

れ

れ

一れ

祝

日

γ

許
科

し
た
り
し
て
、
そ
の
が
一

ょ

で

す

。

一

，とを
宣
言
し
」
'
と
あ

一

れ
に
は
政
治
と
生
活
を
一
人
情
と
か
い
う
古
い
考
え

一

ぜ
て
、

選
皐
こ
そ
私
た
一
き
る

の
で
あ
り
ま
す
。

一
よ
く
政
治
に
つ
い
て
無
一り、

関
政
あ
る
い
は
地
方
一
緒
ぷ
、
と
こ
ろ
の
選
場
を
一
万
や
、
長
い
も

の
に
伐
巻

も
の
政
治
を
形
造
る
た
一

い
少
い
に
よ
っ
て
候
補
一

一

一

一

は
、
金
司
選
出
議
員
&
十

一院
?
は
、
閣
民
の
信
頼
に

一

一

一

関

心
、
無
自
慢
を
入
党

一白
清
本
っ
と
」
本
医
河
系
、

-

E
し
、
'月
四

z
b
っ
こ

一
μ
L
う
史

〉
同
M
E
E
T
う

う

コ

主

主

r
ド

3
2
5
一

ご
名
、
地
方
選
出
議
員
七

一応
え
る
選
挙
を
行
う
た
め
一

選

挙

の

歴

史

一

者

の

適

否

を

決
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二

E
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寸
j

t

そ

σ-
一

ご?と
wn
歪
陪
臣
古
寸
E

主

主
宰
領
て
す
4

足

立

一

一辺

住

野

手

訪

れ

一

接

持

月

下

げ

て

か

し

こ

の
方
法
で
は
一

塁

義

定

つ

空

各

て

ま

間
選
同
議
員
が
一

地
万
区
七
十
五
人
の
議
一

三
の
補
充
章
人
名
簿
の

;

選

挙

執

行

以

来

一;

フ

要

望

し

た

決

議

一ま
す

0
2
2
Eu一
支
持
す
る
人

の
数
が
不
一

季

語

ら

q
f
j
一
百
人
、
制
方
選
州
議
員
一

員
を
選
出
す
る

凋

喜

一宮

煩

い

つ

い

て

は、

一

一

1

J

J

一

E
確
で
あ
り
、
且
つ
自一

、
，

一

カ

百

乱

十

人
と
在
っ
て
一
挙
が
行
わ
れ
ま
す
。

、
E
翠
カ
行
わ
れ
る
都
食
あ

一

封

印

仇

括

判

刊

の一

d
k昨
日

計

部

一一
忠
一
一

h
M
Mれ一一
一
由
注
意
志
表
示
が
保
障
一

目

的

は

図

会

審

議

の

慎

重

一
い
ま
す。

7
被
選
惑
掻

一
レ
か
れ
め
量
管
理
委
員

り
一れ
ぽ
話
題
の
多
い
、
注
目

一選
者
主

決

め

れ

、

一

3
れ
危
い
欠
点
が
士

一

『

一

一3

任

期

一

衆

議

長

員

ω年
令
官は

一
会
か
ら
皆

M
K
お
知
ら
せ

…
れ
V
O
K
う
に
現
代

の一

さ
れ
る
、
そ
じ
て
今
後
の

一く
り
と
よ
っ

rめ付
方
一
・

2
一
定

の
用
紙

吃
記
一我
が
関
の
閥
会
は
、
悲
法
一
一
致
し
在
い
と
い
う
特
一

二
院
的
性
格
と
し
て

の
参

一

参
議
院
議
員
の
任
期
は
一
滴
一一
十
E
才
以

K
で
す
一
し
ま
す
が
、
基
本
塁
、ヘ

我
が
国
刀
政
治
ぽ
、
主
体
一
我
が
閣
の
在
り
方
配
決
定
一
法
も
相
当
長
、
問
広
行
一
載
す
る
現
在
の
投
票
方
一第
四
十
二
僚
に
基
ぺ
き
、
一

別

主

窓
口
の
た
め
に
、

一
議
院
を
軽
践
し
ち
ん
と
い
う
一

衆
議
院
議
員
の
問
年
ょ
一
が
、
参
議
院
議
員
は
浦
一名
簿
L

異
っ
て
登
操
資
格

…

…

…

一

川

目

指

一一

一

一

…

間

笹

山

口

一

い

一

一

日

一

現

…

…

…

…

一

…

一

一

一

一
一
一
一

…

品

開

法

一

明

日

山

担

保

持

尚

一

…

一

一
一
一
…
部

山

一

い

け

な

U
H
7
高一一
部
自
主

i
t、
選

挙

工

如

何

で

ご

3
れ
ま
す
。
一
の
選
任
を
同
然
の
僚
件
や
一
い
;
法
は
一
無
記
名
単
一
k
m仁
明
日

目

吋

い

一

州

市

認

め

ら

れ

て

い

ま

一

明

十

時

給

付

約

一

E
J
F
K
R
軍

一

自

作

法

王

U
れ

わ

れ

拾

い

軒

ぷ

川

河

川

町

れ

持

取

引

一

刊

誌

立

川

い

れ

り

す

日

明

治

れ

れ

一り
ま
す
が
、
ユ
理
由
は
一
し
か
し
三
れ
は
決
し
て
第
一
任
と
を
有
し
て
お
わ
ま
す
一

詩

書

ノ

4
程

一
投

票

さ

開

票

政
治
の
K
陀
私
た
ち
の
信
一あ
ろ
私
そ
も
国
民
で
す

近
ず
く
参
議
院
議
同
国
選
翠
が
公

E
明
朗
に
行
わ
れ
立
波
な
閥
民
の
選

良
ぞ
法
る
た
め
に
攻

の
よ
う
攻
参
議
院
公
明
選
翠
特
集
記
ぃ
晶
子
-
市
民

の
皆
様
に
遼
り
ま
す

(
大
村
市
選
挙
管
一
問
委
員
会
、
大
村
市
公
明
選
挙
一
階
港
連
盟
)

さ
あ
参
議
院
選
暴
い
た

(コ}昭和31年 6月初日

7月8日

人
も
れ
な
く
、
〈
い
の

な
い

一
票
ヤ

η
、，、
r
投

薬

剤

紙

の

色

分

け

;
j
一

…
細
川
船
州

(⑮
弘
一

γ全
国
区
加

γ、
間
違
わ
な
い
よ
う
に
し

参
議
院
議
員
の
通
常
選
挙
は
七
月
八
日
陀
執
行
さ
れ
ま
す
が
、
現
在
各
候
補

者
入
り
乱
れ
中
嶋
慌
の
選
挙
運
動
が
各
地
に
展
開
3
れ
て
お
り
ま
す
。

今
回
の
参
議
院
議
員
の
選
挙
は、

二
ふ
へ
政
党
対
立
後
初
め
て
の
全
国
選
挙
で

あ
り
、
ま
か
~
種
々
問
題
を
含
ん
記
第
二
十
阿
国
会
終
了
直
後
の
選
挙
で
あ
り

ま
と
さ
吃
意
義
深
い
も

の
が
あ
り
ま
す
。
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参
議
陀
議
釘
選
挙
の
公

一不
本J
郎

M
K
六
月
十
三
日

陀
行
わ
れ
じ
月
八
日

の

投
票
日
ま
で

つ
澗
に
、

は
け
し
い
選
挙
戦
が
展

開
さ
れ
ま
す
が
、

選
挙

を
す
る
側
か
ら
毘
る
さ

他
心
選
挙
の
と
き
と
も

が
っ
て
、
や
L
も
す
れ

ば
お
互
の
関
心
が
う
す

く
て
人
ご
と
の
よ
、η
な

感
U
の
す
る

の
も
、
結

局
ば
拳
議
院
そ
の
も
の

の
組
織
や
性
怖
に
つ
い

て
O
認
識
が
う
す
く

て

候
納
者
を
全
く
知
ら
た

い
と
こ
ろ
に
あ
る
か
と

忠
わ
れ
ま
す
.

そ
と
で
参
議
院

ι
関
す

る
身
近
か
在
問
題
に
つ

い
て
中
上
け
て
見
た
い

よ」
mm
い
ま
す
。

国
公
は
、
合
一フ
し
て
裁

議
院
t
t
参
議
院
と
の
こ

院
制
こ
を
っ
て
い
る

D

大(旬刊)昭和 31 年 6 月 ~O 日(三)

政

治ー

こ-

で
し
主
う
か
。

共

に
閤
民
を
代
表
す
る

議
員
で
成
立
さ
れ
て
い

る
の
で
二
重
に
わ
れ

/
¥

の
代
表
を
持
つ
よ

う
な
組
織
は
合
理
的
で

な
ド
、
-
つ
の
議
院
に

す
る
の
が
よ
い
と
の
意

見
も
あ
り
ま
す
が
、
わ

が
国
に
於
て
は
憲
法
凶

十
二
僚
じ
よ
っ
て
二
院

制
を
と
っ
て
い
ま
す
。

ア
メ

リ
カ

の
よ
う
に
連

邦
制
の
国
家
で
も
な
く

イ
ギ
リ
ス
の
よ
う
に
貴

族
の
制
度
も
認
め
℃
い

な
い
わ
が
闘
で
は
、
主

催
者
で
あ
る
閑
民
の
総

意
を
代
表
す
る
閥
会
は

一
院
で
足
わ
る
主
恩
わ

れ
ま
す
が
、
一

一院
制
を

さ
る
以

k
、
雨
議
院
の

閣
K

は
そ
の
組
織
、
樺

能
な
さ
い
ド
つ
い
て
そ
れ

ぞ
れ
博
色
が
な
け
れ
ば

の
圃回目圃晶

i!!i 
五耳有志

の

カミ
覚

自

ら
も
し
求
議
院
が
解
散
さ

れ
た
と
き
は
参
議
院
は

同
時
K
閉
会
と
た
り
ま

す。
ま
た
憲
法
は
参
議
院

に
対
し
衆
議
院
の
優
越

を
保
障
し
て
お
り
ま
す

す
な
わ
も
決
算
案

υ
可

決
、
予
算
案
の
提
出
お

よ
び
議
伏
、
保
約
の
締

な
り
ま
せ
ん

ロ

議

院

の

定

数

に

於

て

公
職
選
挙
法
に
よ
る

も
衆
議
院
の
そ
れ
は
問

主
衆
議
院
議
員
に
遅
場

百

六

十

七

人
で
あ
る
の

さ
れ
る
年
令
は
二
十
五

応

対

し

、

参

議

院

の
そ

才
以

k
で
あ
る
が
、
参
れ
は
二
百
札
十
人
で
、

議
院
議
員
の
そ
れ
は
三
う
ち
百
人
が
金
関
選
出

十
才
以
上
で
あ
り
ま
す
議
員
で

ゐ
り
、
建
り
ぽ

選
挙
心
方
法
に
於
て
五
十
人
が
地
方
選
川
議

も
衆
議
院
議
員
は
そ
の
員
と
在
っ
て
お
り
ま
す

全
部
が
中
選
挙
区
制
で
衆
議
院
議
員
の
任
期

参
議
院
の
性
格
三
選
挙
の
心
構
え

大
付
市
公
明
濯
場

推
進
連
民
委
員
長

長
崎
県
の
場
合
は
一
区

主
二
区
に
分
れ
て
選
出

ぎ
れ
る
の
に
対
し
、
参

議
院
議
員
は
地
方
選
同

議
員
k
昼
間
選
出
議
員

't
k
分
れ
前
者
は
附
県

宇
佐
単
位
と
す

る
大
選
卑

区
K
於
て
選
挙
さ
れ
、

後
者
は
金
闘
を

、一
選
挙

区
と
し
イ
選
出
さ
れ
る

D
で
め
り
ま
す
。

f呆

一-

宮

田

は
四
半
で
あ
り
ま
す
が

参
議
院
議
員
は
六
年
で

三
年
ご
と
に
改
選
さ
れ

ま
す
が
、
今
回
の
場
合

金
図
区
h
十
二
人

(内

一
一名
は
補
充
さ
れ
る
議

員
一
)
地
方
向
凶
七
五
人

の

選
出
が
行
わ
れ
ま
す
υ

衆
議
院
に

は
解
散
。

制
度
が
あ
り
ま
す
が
拳

議
院
じ
は
あ

り
ま
せ
ん

結
に
必
要
な
承
認
、
総

理
大
臣
在
ど
の
指
名
な

h

と
に
つ
い

て
は
、
衆
議

院
州
議
決
は
参
議
院
が

異
な

っ
た
議
決
を
し
た

場
合
陀
も
闘
会
の
議
決

、
と
し
て
成
立
し
得
る
の

で
ゐ
・りま
す
。
ま
た
衆

議
院
の
み
が
内
閣
に
対

す
る
ペ・
信
任
案
の
可
決

信
任
奈
の
否
伏
を
す
る

ヱ
と
が
で
き
ま
す
。
し

か
し
参
議
院
の
憲
法
上

の
地
位
樺
限
で
衆
議
院

の
そ
れ
に
等
し
い
も
θ

あ
る
い
は
優
れ
た
も
の

も
あ
り
ま
す
。

憲
法
改
正
の
発
言
の

如
き
全
く
同
構
で
あ
わ

衆
議
院
が
解
散
さ
れ
た

主
き
緊
急
必
要
が
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
場
合
に

は
、
集
会
を
開
い
て
閥

会
と
し
て
の
措
置
を
と

め
得
る
の
で
あ
り
ま
す

こ
の
比
較
か
ら
見
ま
し

て
自
ら
、
参
議
院
の
性

格
と
い
、
ヲ
も

の
が
浮
び

上
っ
て
く
る
の
で
あ
り

ま
す
。
衆
議
院
が
参
議
院
に

比
し
議
決
承
認
泣
き
多

く
の
場
合
優
越
し
て
お

わ
、
参
議
院
を
第
二
院

・

的
在
性
格
イ
け
を
し
て

お
り
ま
す
。
従
ワ
て
こ

凡
則

自
害

日

女

E
計

援i立の込学\~1，'げる投芳、単
科

90. 
80.. 
70 

よ0

(/0 

の
こ
と
か
ら
参
議
院
。

選
挙
じ
は
一
一
般
凶
民

の

関
心
が
フ
す
い

の
で
は

た
い

で
し

ょ
う
か
。

し
か
し
乍
ら
参
議
院

の
存
在
す
る
主
在
理
由

が
衆
議
院
だ
け
で

ほ
や

L
も
す
れ
ば
政
党
の
h
M

で
せ

っ
か
も
K
議
決
し

て
し
ま
う
、
そ
、
コ
い
う

主
き
に
巻
議
院
で
も
フ

一
度
、
深
く

岡
民
全
体

の
立
場
か
ら
考
え
砲
し

て
も
ら
う
、

一式

い
か
え

れ
ば
第
二
院
に
る
参
議

院
で
さ
ら
に
批
判
し
て

衆
議
院
の
行
き
す
ぎ
に

プ
レ

l
キ
の
役
目
を
果

し
同
時
に
議
事
を

一
居

慎
重
に
し
て
合
型
的
に

運
営
せ
し
め
る
任
務
が

あ
る
も
の
と
忠
わ
れ
ま

すロ
以
上

。
性
格
か
ら
判

断
し
て
参
議
院
の
任
務

却
系
o
、司、
j
p
r
o

部
余
棋
負
迫
挙

幅
三
o
、。、
J
f
タ一

県
知
事
進
母

喝
4
5
J
J
、〆
r
v」

年
艶
託
送
苧

ゑ竺
第二
手d

。
。
重
要
性
が

、
う
在
，っ

か
れ
る
さ
忠
い
ま
す
ψ

そ
れ
で
は
一
面
識
も

を
い
沢
山
の
候
問
者

の

中
か
ら
自
分
の
も
っ
と

も
信
今
、
f

・
人
色
、
ど
ん

な
托
し
て
選
ぴ
叫
す
か

そ
三

巴
問
題
が
わ
り
ま

す
。立
候
州

F
の
極
限
や

政
見
は
新
聞
や
ラ
ジ
オ

wn

ょ
の
報
通
さ
れ
ま
す

し
、
立
会
出
説
会
も
山

内
カ
所
で
行
わ
れ
ま

す。
ー
こ
ろ
に
よ
っ
て
は

例
入
山
説
会
や
街
山
演

説
、
あ
わ
ま
4
3
七
月

の一
初
め
仁
杖
選
-
場
公
報

も
お
手
一冗

k
t
r
-B
ま

す。
三
れ
を
よ
く
開
き
、

よ
く
毘
て
候
納
者
心
人

格
や
識
見
を
知
る
こ
・
ミ

で
す
考
議
院
に

1
政

党
色
の
う
す
い
政
治
団

体
も
あ
り
ま
す
が
、
政

党
少
、
片
山
っ
き
h

り
し
た

候
附
者
も
多
い
と
忠
わ

れ
ま
す
っ
で
、
所
属
す

る
政
党

つ
政
策
も
十
分

研
究
官
る
必
要
が
ゐ
り

'

ま
す
。
そ
し
℃
自
己
の

，

信
念
に
法
，
つ
い
て
何
人

に
も
民
右
ぶ
れ
な
い
隼

い

一
国
討
を
投
ノ
て
い
た

だ
き
た
H
-
ニ
ぷ

い
ま
す

金
調
選
作
議
員
候
川

者
の
如
き
名
前
も
初
め

て
知
る
1
ζ

一
式
う
方
も
多

い
で
し
ょ
う
ロ

こ
ん
介
、
場
合
川
落
D

青
年
・
や
婦
人
、
在
ど

っ
グ

ル
ー
プ
で
、
日
モ
的
に

研
究
会
な
き
を
明
い
て

公
比
な
立
場

T
自
己
判

断
の
資
料
配
得
る
こ
と

も
よ
い
よ
」
忠
い
ま
す
し

毎
日
伝
え
ら
れ
る
新
聞

そ
の
他
心
資
料
乞
ょ
っ

て
家
族
の
研
究
会
主
開

く
こ
と
も
望
ま
し
い
と

思
い
ま
す
。

買
収

ι
ひ
っ
山

‘為

っ

た
り
情
実
に
本
一
右
ぎ
れ

左
い
限
り
選
挙
を
乙
わ

い
も
nJ
と
思
う

の
は
大

き
な
訣
り
で
す
。

お
お

ら
か
左
斌
持
で
憲
法
主

与
え
ら
れ
て
い
る
唯
一

の
参
政
植
を
正
し
く
行

使
し
ま
し
ょ
う
。

葉
催
。
多
い
こ
と
は

政
冶
悲
識
の
低
い
こ
と

を
諮
問
明
し
ま
す
。
三
年

前

っ
巻
議
院
議
員

ο投

票
率
は
、
わ
が
え
付
市

に
お
い
て
五
一
一
三
五
.ハ

'

1
セ
ン
ト

ο不
成
積
で

他
都
.巾
の
そ
れ
に
比
し

芳
ば
し

C
な
か
ヲ
た
汚

名
を
今
回
は
一4
K
し
て

有
権
者
の
皆
犠
、
七
尽

八
日
に
は
必
予
投
一
泉
所

に
お
前
か
け
く
だ
さ
い



は
封
筒
に
入
っ
た
ま
ま
捷
一

憂

き

語

一

E

動

一

2
す

。

‘

共

団

体

が

公

費

荻

も

っ

て

ら

新

聞

広

告

る

お

市

一

言

論

ιよ
る
も
の

出

L
て
く
だ
き
い
。

下

L
i
l
-
-ド
ー

こ

そ
の
運
動
の

方

号

、

長

警

の

政

見

や

経

一

E
、
一
回

門
書

E
一(

立
会
演
説

会

立

会

三
れ
を
聞
い
て
い
た
場
合
一
選
挙
活
動
と
は
「
特
定
の
一
人
、
時
間
、
場
所
、
プ

F
Zいと
な

一
般

翠
缶

入

一

色
岡
市
い
川
方
区

ゴ

ニ

演

説

会

は
、
義
務
制
の

ま
た
は
地
所
ぞ
投
戒
し
た
一

g-挙
に

つ
き
、
特
定
パ
一
段
一
説
会
、
文
書
図
画
の
校
一

K
周
知

1
1
制
度
で
す

一

間

三

宮

と

全
国
区
一
も

の
主
任
意
制
の
も
の

、
秒
、河
川
用
紙
・
宮
本
人
が
一

M
-

r
f
一
数
、
使
用
す

る
同
動
車
・一

選

場
公
色
の
種
綴

一

ν
一一一

回
〕
一
定

の
方
法
一
)
が

あ
り
ま
す。

保
持
日
川
町
計
一1
b川村
川
町
れ
い
一
域
開
即
日
M
M
一回
特
M

h

れ
き
一
軒
M
M
M
吋る之
主一付問問
、
れ
れ
い
時

て
く
だ
さ
い
の

一ょ
う
生
同
接
ま
た
は
間
接
一
て
選
挙
が
公
明
で
適
正
一
氏
名
、
経
陸
、
政
見
を
一
@
通
常
薬
害
ハ
立
候
初
一
〈
地
方
区
)
都
道
府
県

以

h
主
く
晶
子
し
そ

Z

K

選
挙
人
に
働
き
か
け
て
一
に
行
わ
れ
る
上
う
規
制
一
摘
紋
し
、
選
挙
区
内
の
一
居
川
後
交
付
を
受
け
た
一
約
一
事
)

不

在

乏

環

。
千
札
れ
心
中
そ

の
意
志
そ
動
か
そ
う
と
さ
れ
て
お
り
ま
す
ロ
一
各
北
区
も
れ
た
く
配

一
一
定
の
証
明
書
に
よ
り
一
向
任
意
制
の
も
の
戸
部
道

な
き
で
す
こ

の
制
度
ま

す
ろ
一

切
の
行
鵠
」
主
い
一
ま
た
国
や
地
方
公
共
団
体
一
有
さ
れ
ま
す
が
、
候
柿
一

普
通
郵
便
局
K
お
い
て
一
府
県
議
会
之
誠
員
、
市

棄
権
を
な
く
す
る
た
め
引
一わ
れ
て
い
ま
す
。

一

が

候

補
者
の
政
見
や
縄
問
陸
一
者
選
定
の
首
-
市
要
存
資
料
一
所
定

の
無
料
某
畏
を
受
一
町
村
議
会
議
員
お
よ
び

設
け
ら
れ
た
制
度
で
あ
か
一
選
挙
運
動
。
方
法
と
し

一を

一
般
に
周
知
さ
せ
る
た
一

k
な
り
ま
す

)

一

領
で
き
ま
す
。
こ
の
葉
一

長
の
選
患
に
つ
い
て
、

す
か
ら
、
三
れ
に
該
当
一
て
は
、
文
書
図
固
に
よ

一め
陀
行
う
選
挙
公
営
制
度
一
@
氏
名
禍
示
ハ
候
補
者
一
書
ほ
候
補
者
は
勿
論
、
一
そ
れ
ぞ
れ
の
選
翠
を
管

さ
れ
る
へ
は
た
い
に
利
用
一
る
も
の
と
、
一
言
論
に
よ

一
が
設
け
ら
れ
て
お
り
ま
す
一
の
氏
名
、
所
属
党
派
を

一

第
三
背
が
依
頼
に
よ
り

一

理
す
る
選
皐
管
理
零
員

し
関
関
乃
様
利
プ
わ
る
氏
一
る
も
の
止
の
二

つ
に
大
一
が
、
以
下
三
れ
に

つ
い
て

一

各
投
嬰
区
内
お
ふ
び
投
一
推
せ
ん
欣
の
形
式
で
出
一
会
が
傑
例
に
よ
め
行
う

頂
在
一
票
そ
行
使
i
ま
し
一
別
さ
れ
、
運
動
を
行
う
一
説
明
し
ま
す
ロ
一
国
対
罰
政
所
陀
モ
れ
ぞ
れ
一
す
こ
と
も
差
支
え
あ
り
一
乙
と
が
で
き
ま
す
υ
v

一

よ
ろ
ロ
)

一

z
t
D
で
き
る
期
調
は

一
選

挙
公
営
制
度

と

は

一

掲

子
l
-
、
候
納
者

の
氏
一
ま
せ
ん
。
参
議
院
選
挙

一大
村
市
で
の
立
省
演

一

一
濯
挙
の
公
示
ま
た
は
告

一
選
挙
公
営
と
は
、
選
挙一

名
や
党
抵
抗

一
般
選
挙
一
で
は
全
国
区
丘
万
枚
、
一
説

曾
は
七

月

一

日

一

正

し

い

政

治

は

一

一不
の
円
か
ら
投
票
日
の一

運
動
の
費
用
生
軽
減
す
一
人
に
よ
く
周
知
さ
せ
る
一
地
方
区
仲
長
崎
県
)
二
在
お
今
度
の
室
誠
院
地
一

私
の
ご
訴
か
ら
一
前
日
ま
で
さ
な

ワ
て
お
一
る
た
め
に
国
や
地
方
公
一

た
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す
)
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K
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申
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5
日

一語
①
②
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描
け
ぞ
者
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一

八山
名
で

あ

る
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一

青
年
闘
の
改
勤
講
習
曾
摺
醜
融
機
甑
察
ヤ
ハ
五
年
以
上
〕

ム
清
問
動

一

憲
法
記
念
の
雄
弁
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曾
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願

い

福
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普
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一
岡
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区
で
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子
供
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撲
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-

一
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、
厚
生
大
医
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当
一

組
合
長
に
山
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進

氏
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